
実践例７ʷ１ 

実践例７《 視点⑶「主体的に問題解決しようとする態度を養う」学びの場面 》 

１ 単元   中学校１年「単元２ 物質のすがた（蒸留）」（本時 17／25） 

２ 本時の目標 

 ○ 水溶液に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。            （主体的に学習に取り組む態度） 

３ 活動について 

 具 体 的 な 内 容 

問題解決の場面 ［予想の場面］〔考察の場面〕 

対象となる 

「粘り強い取り

組み」や 

「自らの学習を

調整しようとす

る姿」の具体 

〇 実験の結果を予想する場面で、自分の予想と他者の予想を比較・検

討することで、より妥当な予想や根拠へと変容しているか〈自らの学

習の調整〉を見取る。 

〇 学習した知識をポートフォリオにまとめた記述や、まとめたものを

他者に説明する姿から〈粘り強い取り組み〉や、足りない言葉を付け

加えたり修正したりした記述から〈自らの学習の調整〉を見取る。 

ポイントとなる 

｢手立ての工夫｣ 

【ポートフォリオの工夫】 

〇 単元で学習した知識が１枚にまとまるようにする。（付録参照） 

〇 自分の考えがどのように変容したのかが分かるように、ポートフォ

リオに他者の意見を書く際は違う色のペンで書かせる。 

【ポートフォリオの使い方】※ 実験プリントやノートも併用する。 

〇 学習のまとまりごとに最後に、学習した知識を文でまとめさせる。 

〇 学習した知識を文でまとめさせるだけでなく、他者に説明させる。 

〇 授業の冒頭に、前時までに学習した知識を振り返らせてもよい。 

「粘り強い取り

組み」や「自らの

学習を調整しよ

うとする姿」が見

られる活動の流

れ 

 

 

〇 学習課題を発問する前に、「混合物から物質を分離できるか」と発問

し、固体と固体（ごまと食塩）、固体と液体（食塩と水）と順に考えさ

せることで、蒸留の実験方法へと導く。 

〇 固体と液体の混合物から液体を分離する際、液体を気化させた後、

再度冷やすことで分離できることを確認する。その後、液体と液体の

混合物（赤ワイン）を加熱すると先に何が出てくるか「水とエタノー

ル」「水」「エタノール」の３択で生徒に予想させ、根拠を書かせる。 

〇 どの生徒がどのような根拠を書いているのかを確認しておく。 

〇 ３～４人の班で自分の予想と根拠を発表させ、その考えに対する質

問をさせる。 

 ※ 自分の予想や根拠との相違点から疑問をもたせるとよい。他者の

意見を聞いて自分の予想や根拠を変える場合、その変容が分かるよ

うに違う色のペンで記入させる。 

〇 赤ワインの蒸留を演示し、先に出てきた液体に火が付いたことから

エタノールが分離したことを確認させる。 

学習課題 赤ワイン（水とエタノールの混合物）を加熱すると、先に何が出てくるだろうか。 



実践例７ʷ２ 

 

Ｂ
or
Ｃ

粘り強い取り組み

自
ら
の
学
習
の
調
整

Ｃ

ＡＢ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

 〇 赤ワインや水には火が付かないことから、蒸留は沸点の違いを利用

して液体の混合物から物質を分離する方法だと考察させる。 

〇 蒸留についての知識を、学級全体で共有した後、ポートフォリオに

学習した知識について文でまとめさせる。 

〇 蒸留についてどのようにポートフォリオにまとめたのかを、班で説

明させ合う。また、説明する中で、自分のまとめた文に足りない言葉

を付け加えたり、修正させたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の 

場面と観点 

（主体的に学習に取り組む態度） 

〇 主体的に学習に取り組む態度を「自らの学習の調整」と「粘り強い取

り組み」の両側面から評価をする。 

〇 実験結果を予想する場面で、自分の

予想と他者の予想を比較・検討してい

るかを実験プリントの記述から捉え、

より妥当な仮説へと変容しているかを

評価する。 

〇 学習のまとめをする場面で、ポート

フォリオにまとめた記述を基に、学習

した知識について他者に説明すること 

で、足りない言葉を付け加えたり修正したりしているかポートフォリオ

の記述から捉え、評価する。 

※ 点線 … 国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための

学習評価に関する参考資料』P.10 を参照 

  実線 … 両側面をそれぞれＡ～Ｃで評価した場合の評価区分 

【両側面からの評価例】 

〔ポートフォリオの例〕 

学習した知識がポートフォリオに継続して記述され

ていることから、粘り強く取り組む姿が見取れる。 

自らの学習を調整している姿

が見られる記述例 
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【付録：ポートフォリオ作成例（中学校１年 単元３ 物質のすがた）】 

 ☆ ポートフォリオを作成するときのポイント 

〇 教科書を基に作成することで復習しやすいものになる。 

  〇 学習内容を一目で確認できるように、単元や章など学習のまとまり

１枚になるとよい。 

  〇 見出しと枠だけにし、生徒自身が学習した知識を文でまとめられる

ようにする。 

  〇 枠の配置は作成者で異なってよい。 

 

 

 

 

 

 
  教科書のタイトルや太字になって

いる言葉を見出しにする。 

 他学年の学習内容でつながりのあるものをまとめて

おくことで、学習のつながりを意識させる。 

 自分で記述した文を修正したり、

文に付け加えたりする場合は違う色

のペンで記入させる。 

 できるだけ短く、誰が読ん

でも分かる文で記述させるよ

うにする。 

 また、内容によっては、模

式図などを書かせてもよい。 

 単元によって、余裕がある場合は、

基本操作や、単元（章）に関係のある

内容をまとめるスペースにするなど、

作成者の裁量で作成する。 


